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福島の汚染と初期被曝

今中哲二
京都大学複合原子力科学研究所

2018年7月27日

参議院議員会館

福島原発刑事訴訟支援団

第23回公判併行院内集会



今日の話の内容

７年前を振り返って

飯舘村の汚染調査と初期被曝評価

いわき市の初期被曝評価

おわりに
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７年前までの私は、『日本でもチェルノ
ブイリのような事故が起きる可能性があ

る』と言ってればよかった！

1989年春に明らかに
なったチェルノブイリ周辺
のセシウム137汚染

浜岡原発でチェルノブイリのような事故が起きたら！

原発震災を防ぐ全国署名連絡会リーフレット



2011年3月12日の朝刊

福島第１原発で電源喪失．．．
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３月12日, １
号機水素爆発

３月14日、３
号機水素爆発



2011年3月15日午前11時

菅首相と枝野官房長官の記者会見
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４号機で水素爆発が起き、２号機では格納容器が
破壊された、と発表され、

私は、福島原発事故がついにチェルノブイリにな
ってしまった、と確信した．



大気中への放射能放出
2011年3月の毎日の放出量 PBq：1000兆Bq

7
Katataら論文(2015）より作成

総放出量

I-131：300 PBq
Cs-134：15 PBq
Cs-137：15 PBq



大気中放出量の積算割合
全体：100%
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東日本のセシウム137汚染
私たちは、これから50年、100年にわたって、放射能汚染と

向き合わざるを得ない

セシウム137の汚染が１
平方ｍ当り１万ベクレル
以上の面積は約２万
5000平方km．

セシウム137沈着量
Bq/m2

１万～３万

３万～10万

10万～30万

30万～100万

100万以上

文科省航空機モニタリングデータ
（2012.5）より作成



３月14日朝刊
3月13日未明 女川原発のモニタリングポスト上昇

10



11

原発周辺ではたいへんな放射能汚
染が起きていることは明らかだっ
たが、まったくと言っていいほど

情報が出てこなかった！

とにかく、自分たちで測っておかなくては！
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2011年３月28-29日
飯舘村放射線状況調査

＜メンバー＞

 今中哲二

 遠藤 暁

 小澤祥治

 菅井益郎

協力 飯舘村役場
飯舘村放射線サーベイチーム

2011.3.29
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サーベイメータが振り切れた！
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2011年３月29日の飯舘村調査
長泥曲田 30μSv/h

このような放射能汚染の中で、飯舘村の人々は普通
に暮らしていた！

どうやら、福島の原子炉と期を同じくして、日本の原
子力防災システムもメルトダウンしていたようだ！



メルトダウン状態だった原子力防災システム
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オフサイトセンターの調査班
は、線量計が振り切れたので
山木屋郵便局あたりで撤退し
た。しかし、その先ではまだ
みんなが普通に暮らしていた...
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ホームページで調査結果を発表

30km圏



2011年4月22日 飯舘村など計画的避難区域に
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北西方向セシウム137汚染
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土壌採取とガンマ線スペクトル
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地表汚染レベルに基づく空間線量率の再構築
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いちばん館横のモニタリングポストとまでいな家の花壇
測定と計算の比較
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空間線量率に寄与する放射能は、Te132/I132、I131、Cs134、
Cs137の5つ．土壌汚染の組成が分かれば、空間線量率の変化を再現
できる.



米国NNSAの空中サーベイデータの用いた
Cs137沈着量マップ

NNSAのヘリコプター
サーベイ

飯舘村のサーベイ軌跡
緑（飛行機）：4月15日と5月3日

黒（ヘリコプター）：4月1日



米国NNSAの空中サーベイデータの用いた
Cs137沈着量マップ

NNSAデータに基づくセシウム137沈着量
コンタと住宅の位置



23

福島第１原発事故による飯舘村住民の
初期放射線被曝評価に関する研究

2012～2013年度環境省
「放射線の健康影響に関わる研究調査事業」

プロジェクトメンバー



飯舘村各地区での分布、Bq/m2
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セシウム137沈着量ヒストグラム　NNSA：飯舘村全域 1768戸
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Median：84.4万

セシウム137沈着量ヒストグラム　NNSA：飯舘村全域 1768戸
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長泥 68戸

平均 190万

大倉 34戸

平均 37万

伊丹沢 194戸

平均 71万



10月31日現在での聞き取り数
498戸・1812人
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聞き取り調査の行政区分布 

行政区 戸数 聞き取り数 割合

草野 221 64 29.0%

深谷 102 20 19.6%

伊丹沢 100 26 26.0%

関沢 77 27 35.1%

小宮 128 51 39.8%

八木沢・芦原 40 12 30.0%

大倉 34 12 35.3%

佐須 63 21 33.3%

宮内 72 26 36.1%

飯樋町 117 27 23.1%

前田・八和木 90 28 31.1%

大久保・外内 68 14 20.6%

上飯樋 124 30 24.2%

比曽 88 22 25.0%

長泥 68 28 41.2%

蕨平 49 16 32.7%

関根・松塚 43 19 44.2%

臼石 88 15 17.0%

前田 53 26 49.1%

二枚橋・須萱 60 14 23.3%

合計 1,685 498 29.6%

飯舘村の20の行政区



聞き取り記録表の例
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行動記録は毎日単位で聞き取った．



行動データが得られた1812人の
被曝量分布
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７月３１日までの外部被ばく量、ミリシーベルト

全対象者：１８１２人

平均7.0ミリシーベルト

 年齢区分別の平均初期外部被曝量 

年齢区分 人数 
平均初期外部被曝量 

ミリシーベルト 

10 歳未満 155 3.8 

10 歳代 128 5.1 

20 歳代 139 6.3 

30 歳代 171 5.5 

40 歳代 151 7.6 

50 歳代 315 8.1 

60 歳代 262 8.5 

70 歳代 292 7.5 

80 歳以上 194 7.3 

県民健康調査の平均3.6mSvに比べ、私たちの見積もりは約２倍となった．



2011～2015年の飯舘村走行サーベイ
調査結果
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2011/3/29 2011/10/5 2012/3/27

2013/3/17 2014/4/26 2015/3/26
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飯舘村の放射線量の変化
IISORA調査チームの村内走行サーベイ結果

飯舘村内の平均値は、2011年3月29日の毎時10.8μSvから
2018年3月31日の毎時0.55μSvへと20分の1に減少．



避難指示解除を前に、現状を把握するための

家屋周辺サーベイ調査

 2016年5月20日 前田地区55戸

 2016年10月9日 上飯樋地区125戸

 2016年11月24日 蕨平地区 48戸

 2016年11月24日 小宮・萱刈庭組 21戸

30

各家の４カ所

 入口道路

 玄関前

 庭

 母屋裏

の放射線量を測定



前田地区55軒の放射線量率の分布

31
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（a）入口道路

平均 0.68 μSv/h
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（b）玄関前

平均 0.42 μSv/h
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（c）庭

平均 0.60 μSv/h
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（d）母屋裏

平均 0.78 μSv/h



蕨平地区48軒の放射線量率分布
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（b）蕨平・玄関

平均 0.79 μSv/h
最大 1.60 μSv/h
最小 0.38 μSv/h
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（a）蕨平・入口道路

平均 0.99 μSv/h
最大 1.90 μSv/h
最小 0.55 μSv/h
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（c）蕨平・庭

平均 1.01 μSv/h
最大 1.83 μSv/h
最小 0.41 μSv/h
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（d）蕨平・母屋裏

平均 1.13 μSv/h
最大 2.60 μSv/h
最小 0.58 μSv/h



飯舘村に居住したときの被曝量の計算例
家の回りの放射線量率が1μSv/h（マイクロシーベルト/時）

だった時の、１年間の被曝量の大ざっぱな見積もり

33

◇仮定① １日の過ごし方は、家の外に８時間、家の中に
１６時間．

◇仮定② 家の中と外の放射線量率の比（家屋の透過係
数）は0.4．

◆１日の被曝量
1.0(μSv/h)×8h＋1.0(μSv/h)×0.4×16h＝14μSv

◆１年の被曝量
14 × 365＝約5200μSv＝約5 ミリシーベルト

毎時1.0マイクロシーベルトで年間約5ミリシーベルト．
毎時0.5マイクロシーベルトで年間約2.5ミリシーベルト．



上飯樋で裏山を歩きながら測定した裏山サーベイ

34No74 上飯樋 字西原のNさん宅の周辺と裏山

20m



＜いわき放射能市民測定室たらちねの受託研究＞

いわき市の初期被曝評価

35
対象地点：13カ所の市役所支所と、セシウム汚染の大きい志田名公民館の14点



原発事故にともなう人々の被曝経路の
いろいろ

36ネットより拝借



いわきの外部被曝評価に使えそう
なデータ

 空間線量モニタリングデータ（いわき市
内は約10カ所）

 文科省グループによる土壌中放射能汚染
測定データ（2011年5月～7月頃、原発周
辺80km圏2200サンプル）

 文科省／米国NNSA航空機サーベイデータ

 UNSCEAR（国連科学委員会)2013年報告
の大気拡散シミュレーションデータ

37



2011年3月のいわき市モニタリングデータ
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福島県HPデータより作成
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3月15日午前４時
合同庁舎 23.7μSv/h

平：３月15日の降水量

３月15日午前4時の
レーダーアメダス

城戸（VIC）、2013
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3月21日午前11時
合同庁舎 6.0μSv/h

平：３月21日の降水量

３月21日午前11時の
レーダーアメダス

城戸（VIC）、2013



いわき市のモニタリングデータ：１年間
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いわき市の積算野外空間線量
単位：μSv マイクロシーベルト

42

場所
4カ月間

（～11/7/11）
１年間

（～12/3/11）

平合同庁舎 1100 1800

三和支所 760 1400

小川支所 960 1400

勿来支所 590 840

田人支所 2100 3390

小名浜支所 590 960

四倉支所 1500 2400

久ノ浜駅 2200 3700

モニタリングデータのないところをどうする！



いわき市のセシウム137初期沈着量マップ
文科省第３次航空機サーベイデータ(2011,6)より

ArcGISを用いて作成

43汚染地域の任意の場所のセシウム137沈着量を推定できる。



文科省土壌測定データに基づくヨウ素
131とセシウム137の沈着比マップ

44

I131/Cs137沈着比
（2011/3/15換算）



いわき市の初期沈着量推定値のまとめ

45

地区
セシウム137
初期沈着量

Bq/m2

I131/Cs137
比

Te132/Cs137
比

1 平 2.2万 73 7.5
2 小名浜 1.5万 90 7.5
3 勿来 1.2万 80 7.5
4 常磐 2.2万 75 7.5
5 内郷 2.8万 79 7.5
6 四倉 9.7万 50 7.5
7 遠野 2.6万 55 7.5
8 小川 2.3万 79 7.5
9 好間 1.8万 82 7.5
10 三和 3.3万 37 7.5
11 田人 4.9万 48 7.5
12 川前 4.2万 35 7.5
13 久之浜 8.5万 44 7.5
14 志田名 36.6万 21 7.5



モニタリングデータと沈着量推定値に基づくグラ
ウンド・シャイン計算値の比較：平
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平合同庁舎モニタリングデータ

グラウンドシャイン計算値

Cs137初期沈着 2.2万Bq/m2、I131/Cs137比：72.6、Te132/Cs137比：7.5



いわき市の野外積算空間線量のまとめ：４カ月と１年
赤字の４カ月は沈着量に基づく計算値

赤字の１年は、４カ月値の1.6倍

47

地区
野外積算空間線量、mSv

４カ月 １年

1 平 1.1 1.8
2 小名浜 0.6 1.0
3 勿来 0.6 0.8
4 常磐 1.2 2.0
5 内郷 1.6 2.6
6 四倉 1.5 2.4
7 遠野 1.3 2.1
8 小川 1.0 1.4
9 好間 1.0 1.7
10 三和 0.8 1.4
11 田人 2.1 3.4
12 川前 1.8 2.9
13 久之浜 2.2 3.7
14 志田名 13.9 22.2



いわきの内部被曝評価に使えそ
うなデータ

＜吸入＞

 大気拡散シミュレーション計算に基づく大気中濃
度推定データ（UNSCEAR2013報告）

＜経口＞

 2011年3月以降の水道水測定データ（厚労省ホー
ムページ）

 FAO（国連食糧農業機関)/IAEAによる福島原発事
故による食品汚染データベース（UNSCEAR2013
報告）

 農水省まとめの食品汚染データ
48



UNSCEARシミュレーションデータに基づく
ヨウ素131の大気中積算濃度マップ

49

I131積算空気中濃度
Bq･day/m3



いわきの水道水のヨウ素131
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厚労省HPデータより作成



福島県といわきのホウレンソウ
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2011年： ホウレンソウ いわき(18) 福島県(385) 農水省データ

I131: 福島県

I131: いわき

Cs137+Cs134: 福島県

Cs137+Cs134: いわき



福島県といわきの米
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2011年： 米 農水省データ：福島県(1152） いわき(107）

福島県 Cs134+Cs137

いわき Cs137+Cs134

注：約90%はND（20Bq/kg以下）

福島市・玄米

二本松市



福島県のモモとリンゴ
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2011年： 福島県のモモ(247)とリンゴ(222) 農水省データ

モモ：Cs134+Cs137
リンゴ:Cs134+Cs137



まとめ１ いわき市のヨウ素131
による甲状腺被曝、mSv
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幼児
（1歳）

子ども
（10歳）

大人

吸入
（14カ所平均）

15.60 13.06 7.75

水道 3.41 1.26 1.09

食物 28.36 10.42 5.55

合計 47.4 24.7 14.4

参考：UNSCEARの値 50.6 30.1 16.6



まとめ２ いわき市の１年間の実効線
量のまとめ、mSv

55

幼児
（1歳）

子ども
（10歳）

大人

外部被曝
（14カ所平均）

0.84 0.73 0.63

ヨウ素甲状腺被曝
（実効線量）

2.37 1.24 0.72

セシウム内部被曝
（実効線量）

0.22 0.25 0.41

合計 3.42 2.21 1.75

参考：UNSCEARの値 4.13 3.04 2.19



汚染地域で暮らすとは

ある程度の被曝は避けられない

余計な被曝はしない方がいい
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この相反する２つのことに
どう折り合いをつけるか！

福島原発事故による汚染が余計なものである以上、私たち
には『１ベクレル、１マイクロシーベルトたりともイヤだ
』という権利はある。専門家の役割は、放射能汚染、被曝
量、被曝リスクについて、できるだけ確かな情報を提供し
、人々が自分で判断するのを手伝うことにある．



東京周辺の土壌中セシウム137汚染、Bq/m2

今中による測定結果

東京都心部では5000～1万Bq/平方ｍ

葛飾区、柏あたりは2万～4万Bq/平方ｍ



最近の食品の放射能汚染レベル：今中測定例
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産地 入手時期
セシウム137＋セシウム134濃度

ベクレル／kgまたは㍑

精米 二本松 2013年12月 0.5

精米 二本松 2014年12月 0.4

精米 二本松 2015年12月 0.2

精米 二本松 2017年3月 0.2

精米 二本松 2018年1月 0.6

精米 飯舘村 2018年1月 0.4

リンゴ 二本松 2014年12月 1.7

リンゴ 二本松 2015年12月 1.4

リンゴ 二本松 2017年3月 0.2

リンゴ 二本松 2018年1月 0.8

ジャガイモ 二本松 2017年7月 0.7

大豆 福島市 2017年11月 4.0

大豆 福島市 2018年2月 0.6

牛乳 北海道 2015年2月 0.02 （核実験由来）

干しシイタケ 大分 2014年4月 6.1 （核実験由来）

生シイタケ 飯舘村 2014年4月 1万5000

マツタケ 飯舘村 2016年10月 1万4000



＜参考＞
 原子力施設からの一般公衆の線量限度：年間１ミリシーベルト
 放射線作業従事者の線量限度：年間20ミリシーベルト
 自然放射線による年間１ミリシーベルトの被曝を受けている
 『年１ミリシーベルト』が、ガマンの目安を考えるときの出発点

であろう

福島後の時代
結局、私たちは

どこまでの被曝をがまんするのか？

一般的な答はない

国や東電には、被災者がどのような選択をし
ようと、その選択を支援する責任がある.



おわりに

個人として言いたいこと

 日本に住んでいる人全部について、福島原発
事故にともなう被曝量評価を行い、しかるべ
き健康追跡調査を、国の責任で行うべきだ！

 行政の意志決定や政策実行に係わる人々、つ
まり役人や政治家に間違いや不作為が疑われ
る場合には、すみやかにヒアリングを行い、
キチンとした説明が出来ないときは、個人責
任を問うシステムが必要だ！
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何でインチキがまかり通ったか！
都合の悪いことは、
はじめから考えない



トリチウム水をどうする！
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約100万Bq/Lのトリチウム廃水が、約100万トン（m3）たまっている．
つまり、トリチウムの総放射能量は、100万×100万×1000＝1015Bq（PBq）

経産省・トリチウム水タスクフォー
ス提案の５つの処理方法

 地層注入
 海洋放出
 水蒸気放出
 水素放出
 地下埋設

今中の意見
 これ以上放射能は外に出すな
 トリチウムは固化して１Fで保管
基礎が200ｍ×200mで高さ150ｍのピラミッド
の体積は200万m3なので、コンクリートに用い
る水の量を50％として丁度収まる．

★ ついでに、１Fの土木工事でフレコンバッグの汚染土壌を再利用



詳しくは

nsrg

で検索ください
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ご静聴ありがとうございました！

nsrg：原子力安全研究グループ




